
別　紙　
四街道市都市計画マスタープラン策定業務委託公募型プロポーザル選考基準

●ワークショップ運営を主導した実績又は支援した実績を有しているか。

2 業務実施体制

●応募者は本業務に精通した部門を有し、かつ当該部門が主体的に業務を担当するか。

●業務実施体制について十分な人員を用意しているか。（担当者数、スタッフ体制の確立）
●業務実施体制の者は、本業務を実施できる程度に手持ち業務が限られているか。

項　　目 選考基準

1 応募者の技術力

●都市（計画）マスタープランに関する策定業務等の実績を有しているか。
●業務の実績は四街道市と同規模以上の市のものとなっているか。

●都市（計画）マスタープラン策定業務において、10年以上の経験を有しているか。
●都市計画の専門的な資格を有しているか。（都市及び地方計画の部門として技術士法第３２条第１項の登録
を受ける者か）

3 提案書の内容

●全体の視点は適切か。
●考え方から受注しようとする意欲があるか。

●当市の特色や課題について把握しているか。

●現行の「四街道市都市計画マスタープラン」の評価、検証のための考え方や具体的な手法が提案されてい
るか。

●無理のない計画となっており、個別の作業工程においても効率的に組まれているか。
（例えば中間報告の成果品を早期にまとめることを考慮したスケジュールなど）

●適切に計画に反映できるワークショップ等とするための考え方や具体的な手法が提案されているか。

●他の応募者の提案と比べて、独自性がある提案になっているか。
●仕様書の内容以外において、本市にとって有益な提案があるか。（独自の新たな調査項目や市民意見聴取
方法等があるかなど。）

●提案書の構成がまとまっており見やすく、内容が分かりやすいか。

●提案の具体性、実現の説得力、及び実現可能性がある提案になっているか。

●市民の意見を効果的に集約し、適切に計画に反映するための考え方や具体的な手法が提案されている
か。

　市民意見の集約についての考え方及
び具体的手法について

4 見積金額 ●予算限度額以内で事業費を抑える努力が見られるか。

●提案書の内容と説明の内容に整合性があり、分かりやすくまとまりがあるか。

●プランに示す将来ビジョンが市民に分かりやすいものとなるようビジュアル等の表現の工夫が期待できるか。

　四街道市の特色、課題に関する考え方
について

　本業務受託に当たっての基本的な考え
方について

●提案書、プレゼンテーションの内容から事業者の受注意欲が汲み取れるか。

●質疑への応答において、的確な回答がなされているか。　質疑への応答について

　本業務を受注する意欲について

　ワークショップについての考え方及び具
体的手法について

●仕様書の内容をすべて反映した提案となっているか。
●実施する業務の方策は示されているか。（基礎資料の収集、整理、分析方法、本市の特性、課題など）

　説明内容について

　提案限度額以内での業務内容につい
て

　提案書の簡潔さ、わかりやすさについて

　提案内容の独自性について

5
プレゼンテーショ
ンの内容

　将来ビジョンのわかりやすさについて

　ワークショップ運営支援について

　業務担当予定者の業務実績、適正（専
門分野、資格所得状況）について

　応募者の業務実績について

　提案内容の実現性について

　仕様書内容の実施方法について

　業務工程の考え方について

　現行計画の評価、検証の方法について

本業務の業務実施体制について

　本業務に精通した部門を有し、かつ当
該部門が主体的に業務を担当するかに
ついて


